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＜連絡事項＞

・毎年実施している貯水槽の清掃に伴い、断水があります。日程・時間を確認して飲み水等の確保をするようにして行きましょう。作業時間によって断水時間が前後する可能性がありますので、余裕を持って水を確保するようにしましょう。

8/31（火）10：00～13：00→北病棟流し

15：00～16：30→北病棟トイレ・浴室

9/2（木）　8：00～14：00→北病棟流し

13：00～16：30→北病棟トイレ・浴室

・本日、心電図検査10名終了しています。

・他病棟ですが、患者様への誤投薬事故がありました。服薬時は薬包の氏名・時間帯を確実に確認し、間違いのないよう服用して頂くように注意して行きましょう。

・本日、療養環境変更目的で部屋移動を行っています。庶務Ｔへの連絡は済んでいます。

稲垣　恵利子様　308号室→406号室

木村　　梅子様　406号室→308号室

＜患者様連絡事項＞

・木村　梅子様～8/17（火）9：30、階段にて転倒し鼻筋を強打し0.2mmの裂傷あり出血しています。主治医へ情報提供し、室岡整形外科医院を受診し鼻骨骨折と診断されています。それに伴い、部屋移動を行い308号室へ移動となっています。普段の歩行に関して、スタッフサイドでも注意・指導をしていましたが、転倒しています。今後、歩行時の様子観察、注意・指導をこまめに行い、疼痛の有無を確認して行きましょう。

【他科薬】

ロルカム　4mg　2T　2×ndE/7T

ダーゼン　5mg　2T　2×ndE/7T

イサロン　100mg　2T　2×ndE/7T

・加賀谷　芙美子様～カリーユニ点眼液（眼科用剤）が1本処方となっています。前回の処方が1週間前であった事から、使用量や回数が多いものと考えられますので、点眼時の様子観察や介入をして行きましょう。

・鈴木　茂子様～本日の尿検査にて白血球が２＋となっています。主治医へ情報提供を行い、クラビット（500）1T　1×昼/5T（合成抗菌剤）が処方となっています。排尿時痛の有無の確認等を行っていきましょう。また、8/24（火）に再度尿検査実施の指示が出ています。

＜作業報告・検討＞

・袴田　将志様～作業中の確認行為はあるが、多くても3回程度で済ませる事が出来ています。確認行為に関しては本人が納得出来る方法を取り、実施内容も予定表に沿った取り組みをして頂くようにしています。また、8/16（月）作業スタッフとの雑談中に洗顔の話題が出ており、毎日洗顔をするよう促されたところ「今日は洗いました」と8/17（火）に報告する事があります。病棟内でも日課への取り組みを促し、習慣化出来るように関わって行きましょう。

作業スタッフより～過去に、表情の変化（笑顔等が見られる）があると精神症状の不安定さが見られていたが、今回は表情の変化があるも精神症状の不安定さが見られないように感じられると情報提供がありました。引き続き、精神症状の観察を行い、作業等の取り組みの観察をして行きましょう。

＜Dr田名部　NCP評価・検討＞

・袴田　将志様～現在、確認行為見られていますがしつこさはなく、数回程度で済ませる事が出来ています。服薬時の確認行為に関しては、5～10分程度で済ませる事が出来ているため、現在のまま様子観察をして行きましょう。

今後、買い物訓練を実施するに当たり確認行為による時間の遅れも考えられる事から、曜日や出発時間を検討する必要があると思われます。

8/16（月）、不眠を訴え、予測指示のハルラック（0.25）1T（催眠鎮静剤）、ベゲタミンＡ　1T（精神神経用剤）を服用しています。病棟移動に伴い環境の変化に左右され不眠を訴えたものと考えられますので、今後は予測指示薬に頼らず睡眠を取れるように関わって行きましょう。

診察時に主治医より、手洗い行為が頻回な点などは脅迫観念感から来るものではなく、病的な部分として自明の確立が十分に出来ていないからではないかとありましたので、自明の確立が持てるような関わりをして行きましょう。

・菊地　明子様～以前、食事摂取量の少なさや各プログラムへの不参加が見られていましたが、精神症状の不安定さから来るものとは考えにくく、夏バテではないかと思われます。ここ数日は、プログラムへの参加や食事摂取も出来ていますので引き続き、身体不調の訴え等の有無や食事摂取量の観察、各プログラムへの参加状況を観察して行きましょう。
・飯豊　信雄様～イライラ感の訴えあり服薬調整中ですが、粗暴的な言動・行動は見られず落ち着いて過ごす事が出来ています。引き続き、精神症状の観察をして行きましょう。

・加賀谷　芙美子様～インスリン注射の時間や各プログラムの時間を忘れるなど、もの忘れが多く見られています。適宜、声掛け・介入を行っていくようにしましょう。
































































